
る 緊 密 な 相 互連 携 の 下 、 アウ ト ド ア ア クテ ィ ビ テ ィ の促 進 な ど 通 して 、 地 域 の 活性 化 お よ び 町民 生 活 の 向 上を 図 っ て い

く 。　
連 携 事 項 は ◇ 自 然 体 験 の

促 進 に よ る 環 境 保 全 意 識 の醸 成 に 関 す る こ と ◇ 子 ど もた ち の 生 き 抜 い て い く 力 の育 成 に 関 す る こ と ◇ 自 然 体験 の 促 進 に よ る 健 康 増 進 に関 す る こ と ◇ 防 災 意 識 と 災害 対 応 力 の 向 上 に 関 す る こと ◇ 地 域 の 魅 力 発 信 と エ コ 　
稲 敷 市 は 公 共 工 事 発 注 見

通 し を 更 新 し た 。 新 規 で 市道 （ 江 ） １
－

2 2号 線 な ど ６

件 の 工 事 を 追 加 。 発 注 時 期や 工 事 概 要 な ど の 変 更 は

1 0

件 。 と り や め は 和 田 公 園 管理 棟 基 礎 工 事 と 市 道 （ 江 ）１ ０ ５ ４ 号 線 整 備 工 事 の ２件 。　
市 道 （ 江 ） １

－

2 2号 線 は

稲 敷 工 業 団 地 へ の ア ク セ ス道 路 と し て 整 備 を 推 進 。 １５ ０ ｍ 区 間 の 工 事 を 第 ３ 四半 期 に 発 注 予 定 だ 。　
ま た 、 水 道 課 所 管 で は 本

新 地 区 と 上 根 本 地 区 で の 配水 管 布 設 替 工 事 を 、 下 水 道課 所 管 で は マ ン ホ ー ル ポ ンプ や 汚 泥 供 給 ポ ン プ 更 新 工事 を 追 加 し た 。 そ の ほ か 、市 立 図 書 館 ・ 歴 史 民 俗 資 料館 の 非 常 用 自 家 発 電 機 更 新工 事 を 追 加 。 第 ３ 四 半 期 に

　
大 子 町 と ㈱ モ ン ベ ル （ 本

社 ： 大 阪 府 ） は

1 3日 、 包 括

連 携 協 定 を 締 結 し た 。 同日 、 ㈱ モ ン ベ ル 本 社 ７ 階 西フ ロ ア に て 協 定 締 結 式 が 行わ れ 、 高 梨 哲 彦 町 長 （

写 真

右
） と 辰 野 勇 代 表 取 締 役 会

長 （

写 真 左

） が 協 定 書 を 取

り 交 わ し た 。　
包 括 協 定 に よ り 、 さ ら な

ツ ー リ ズ ム の 促 進 に よ る 地域 経 済 の 活 性 化 に 関 す る こと ◇ 農 林 水 産 業 の 活 性 化 に関 す る こ と ◇ 高 齢 者 、 障 がい 者 等 の 自 然 体 験 参 加 の 促進 に 関 す る こ と

－ 。

　
協 定 締 結 に 当 た っ て 、 高

梨 町 長 は 「 山 紫 水 明 の 地 であ り ま す 、 大 子 町 の 自 然 資源 を 生 か し 、 モ ン ベ ル 様 との 連 携 事 業 を 行 う こ と で 、　
坂 東 市 は 、 ２ ０ ２ １ ・

2 2

年 度 物 品 製 造 等 競 争 入 札 参加 資 格 審 査 の 追 加 受 付 を 行う 。 受 付 期 間 は

1 1月 ４ 日 か

ら

1 0日 ま で で 、 有 効 期 間 は
2 2年 １ 月 １ 日 か ら

2 3年 ３ 月

3 1日 ま で 。 書 留 郵 便 に よ る
発 注 す る 予 定 。　

新 規 で 追 加 さ れ た 工 事 の
内 容 は 次 の と お り （ ■ 工 事名 称 ＝ ① 場 所 ② 工 種 ③ 工 事概 要 ④ 発 注 時 期 ⑤ 工 期 ⑥ 契約 方 法 ）  。　

■ ３ 国 補 市 道 （ 江 ） １

－

2 2号 線 整 備 工 事 （ そ の ３ ）
＝ ① 松 山 地 内 ② 土 木 一 式 ③整 備 工 事 （ 土 工 ・ 法 面 工 ）Ｌ １ ５ ０ ｍ 、 Ｗ

3 0ｍ ④ 第 ３

四 半 期 ⑤ １ ５ ０ 日 間 ⑥ 一 般競 争 入 札　
■ 公 共 あ ず ま №

2 6マ ン

ホ ー ル ポ ン プ № ２ ポ ン プ 更新 工 事 ＝ ① 上 須 田 地 内 ② 機械 器 具 設 置 工 事 ③ № ２ ポ ンプ 更 新 工 事 Ｎ １ 台 ④ 第 ３ 四半 期 ⑤ １ ２ ０ 日 間 ⑥ 指 名 競争 入 札　
■ 阿 波 西 部 地 区 農 集 排 処

理 施 設 № １ ・ ２ 汚 泥 供 給 ポン プ 更 新 工 事 ＝ ① 阿 波 地 内　
下 妻 市 は

1 4日 、 市 庁 舎 と

保 健 セ ン タ ー を 集 約 化 ・ 複合 化 す る 新 庁 舎 の 起 工 式 を行 っ た 。 実 施 設 計 ・ 施 工 は清 水 建 設 ・ 塚 田 建 材 ・ 楠 山設 計 Ｊ Ｖ が 担 当 。 新 庁 舎 の引 渡 し は ２ ０ ２ ３ 年 ３ 月末 、 開 庁 は ５ 月 を 予 定 し てい る 。

1 0月 末 ま で に は 全 工

事 の 完 了 を 目 指 し た い 。　
鍬 入 れ で は 、 ㈱ 楠 山 設 計

の 久 寿 米 木 康 宣 代 表 取 締 役が 斎 鎌 を 、 菊 池 博 下 妻 市 長が 斎 鍬 を 、 清 水 建 設 ㈱ 関 東支 店 の 坂 田 浩 二 副 支 店 長 と塚 田 建 材 ㈱ の 塚 田 隆 代 表 取締 役 が 斎 鋤 を 執 り 行 っ た 。

地 域 の 活 性 化 を 図 っ て ま いり た い と 思 い ま す 」 と あ いさ つ 。　
辰 野 会 長 は 「 縦 割 り で は

解 決 で き な い 問 題 が あ れば 、 当 社 で 培 っ た 横 の ネ ット ワ ー ク を フ ル に 活 用 し て連 携 を 広 げ 、 ア ウ ト ド ア とい う ジ ャ ン ル を 通 し て 克 服し て い き た い と 考 え て お りま す 」 と コ メ ン ト し た 。郵 送 で 受 け 付 け る （ 当 日 消印 有 効 ）  。　
申 請 書 類 は 、 Ａ ４ 判 桃 色

フ ァ イ ル に 「 申 請 書 類 一 覧表 」 の 番 号 順 で 綴 り 込 む 。フ ァ イ ル の 表 紙 お よ び 背 表紙 に 、 商 号 ま た は 名 称 を 必 ② 機 械 器 具 設 置 工 事 ③ №１ ・ ２ ポ ン プ 更 新 工 事 Ｎ ２台 ④ 第 ４ 四 半 期 ⑤

6 0日 間 ⑥

指 名 競 争 入 札　
■ Ｒ ３ 稲 水 本 新 地 区 配 水

管 布 設 替 工 事 ＝ ① 本 新 地 内② 配 水 管 布 設 替 工 事 ③ 配 水管 φ １ ５ ０ 、 Ｌ 未 定 ④ 第 ４四 半 期 ⑤ １ ５ ０ 日 間 ⑥ 一 般競 争 入 札　
■ Ｒ ３ 稲 水 上 根 本 地 区 配

水 管 布 設 替 工 事 ＝ ① 上 根 本地 内 ② 配 水 管 布 設 替 工 事 ③配 水 管 φ １ ０ ０ 、 Ｌ

1 6ｍ ④

第 ４ 四 半 期 ⑤

9 0日 間 ⑥ 指 名

競 争 入 札　
■ 稲 敷 市 立 図 書 館 ・ 歴 史

民 俗 資 料 館 非 常 用 自 家 発 電機 更 新 工 事 ＝ ① 八 千 石

1 8

－

１ ② 電 気 工 事 ③ 防 災 用 非 常用 自 家 発 電 機 据 付 工 事 ④ 第３ 四 半 期 ⑤ １ ８ ０ 日 間 ⑥ 指名 競 争 入 札　
施 工 場 所 は 本 城 町 ３

－

1 3

ほ か 。 文 化 会 館 や 公 民 館 の南 側 で 、 敷 地 面 積 １ 万 １ ３１ ７ ㎡ 。　
基 本 設 計 に よ る と 、 建 物

規 模 は Ｓ 造 ４ 階 建 て 、 延 べ面 積 は ８ ４ ９ ４ ㎡ 。 耐 震 性を 確 保 す る た め 、 免 震 構 造　
㈱ ス ペ ー ス リ ン ク （ 東

京 都 新 宿 区 西 新 宿 ６

－

1 6

－

1 2） は 、 潮 来 市 に 児 童 福 祉
施 設  （ 障 害 児 通 所 支 援 施 設 ）を 新 築 す る 。 施 工 は ㈱ 立 岩建 設 （ 鹿 嶋 市 ） が 、 設 計 は同 社 一 級 建 築 士 事 務 所 が 担当 。 予 定 工 期 は

1 1月

3 0日 。

　
建 設 地 は 潮 来 市 日 の 出 ６

ず 記 入 す る 。 返 信 用 封 筒 に
8 4円 切 手 を 貼 付 し た も の と

合 わ せ て 送 付 す る 。　
ま た 、 建 設 工 事 ・ 建 設 コ

ン サ ル タ ン ト 業 務 等 に つ いて は 、 県 の 入 札 参 加 資 格 電子 申 請 シ ス テ ム に よ り 、 共同 で 受 け 付 け る 。　
書 類 提 出 ・ 問 い 合 わ せ は

総 務 部 管 財 課 （ Ｔ Ｅ Ｌ ０ ２９ ７

－

2 1

－ ２ １ ７ ９ ）  ま で 。

と す る 。 ま た 、 複 合 化 す る保 健 セ ン タ ー は 、 建 物 一 階の 東 側 に 設 け る 計 画 だ 。　
基 本 設 計 は パ シ フ ィ ッ ク

コ ン サ ル タ ン ツ ㈱ 、 発 注 者支 援  （ Ｃ Ｍ ）  業 務 は 明 豊 フ ァシ リ テ ィ ワ ー ク ス ㈱ が 担 当し た 。－ ２

－ １ 地 内 で 敷 地 面 積 は

７ ２ ２  ・  ５ １ ㎡ 。 市 道 （ 潮 ）１ ４ ７ ７ 号 線 や 市 道 （ 潮 ）１ 級

1 4号 線 沿 い に 位 置 す

る 。　
施 設 規 模 は Ｗ 造 平 屋 建 て

建 築 面 積 １ ２ ２ ・ １ ４ ㎡ 、延 べ 床 面 積 １ １ ２ ・ ２ ㎡ 。最 高 高 さ は ６ ・ ６ ｍ 。 ［ 本

　
課 ］

午 前

午 後

（ ○ ＝ 在 庁

　
● ＝ 不 在 ）

［ 出

　
先 ］

午 前

午 後

県 土 木 部  ・  幹 部

き ょ う

の
動 向

水 戸 土 木 所 長常 陸 大 宮 土 木 所 長大 子 工 務 所 長潮 来 土 木 所 長土 浦 土 木 所 長筑 西 土 木 所 長常 陸 太 田 工 事 所 長高 萩 工 事 所 長鉾 田 工 事 所 長竜 ケ 崎 工 事 所 長常 総 工 事 所 長境 工 事 所 長

●○○○●●○○○●○○

○○○○●●○○○○○○

部 長次 長 （ 事 ）次 長 （ 技 ）都 市 局 長港 湾 振 興 監企 画 監監 理 課 長用 地 課 長検 査 指 導 課 長道 路 建 設 課 長道 路 維 持 課 長河 川 課 長港 湾 課 長営 繕 課 長都 市 計 画 課 長都 市 整 備 課 長下 水 道 課 長建 築 指 導 課 長住 宅 課 長

○○○○○○●○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

■ ３ 期 目 の 重 点 事 業　
ま ず は 新 庁 舎 建 設 事 業 。

２ 期 目 で よ う や く 庁 舎 建 設に 向 け た 基 本 計 画 を 策 定 する と こ ろ ま で 来 た 。 霞 ケ 浦ふ れ あ い ラ ン ド の 再 整 備 も水 の 科 学 館 を 水 資 源 機 構 から 取 得 し 、 整 備 や 運 営 な どの 事 業 は Ｓ Ｐ Ｃ （ 特 別 目 的会 社 ） の 霞 ケ 浦 ふ れ あ い ラン ド ㈱ が 行 う 。 東 関 東 自 動車 道 水 戸 線 は 、 よ う や く 用地 取 得 に め ど が 立 っ た 。 引き 続 き 、 国 へ 整 備 の 促 進 を要 望 し て い く 。 ま た 、 本 市は 光 回 線 の 整 備 が 非 常 に 進ん で い る の で 、 光 回 線 を 活用 し た ま ち づ く り を さ ら に推 し 進 め て い き た い 。■ 新 庁 舎 建 設 事 業

　
ま た 、 全 線 開 通 に よ り 本

市 か ら 成 田 空 港 へ の ア ク セス が 飛 躍 的 に 向 上 す る 点 も大 き い 。 茨 城 空 港 と 成 田 空港 の 中 間 点 に 本 市 は 位 置 する こ と に な る の で 、 そ の 利点 を 生 か し た い 。　
例 え ば 、 青 沼 地 内 に 整 備

す る 休 憩 施 設 へ バ ス 停 を 設置 し 、 東 京 方 面 へ 行 く 東 関道 経 由 の 高 速 バ ス を 呼 び 込む こ と を 考 え て い る 。■ イ ン フ ラ 整 備 に つ い て　
水 戸 神 栖 線 の 整 備 促 進 を

要 望 し て い く 。 あ わ せ て 、市 道 で は 通 学 路 や 生 活 道 路の 整 備 を 推 進 す る 。　
特 に 通 学 路 は 、 危 険 な 箇

所 の 点 検 や 協 議 を 市 と 教 育委 員 会 で 行 っ て い る 。 千 葉県 で 通 学 児 童 の 列 に ト ラ ック が 突 っ 込 み ５ 人 が 死 傷 した 痛 ま し い 事 故 が 発 生 し たこ と は 記 憶 に 新 し い 。 徒 歩や 自 転 車 で 通 学 す る 児 童 生徒 の 安 全 を 確 保 す る た め 、道 路 の 整 備 を 進 め て い く 。　
ま た 、 市 の 基 幹 産 業 で あ

る 農 業 の 強 化 の た め 、 農 地の 基 盤 整 備 も 行 う 必 要 が ある 。 上 水 道 で は 管 路 の 更 新時 期 が 近 づ い て い る 。 老 朽化 対 策 を 行 い 、 水 道 の 安 定し た 供 給 に 努 め て い く 。　
そ し て 、 本 市 は 光 回 線 の

整 備 が 非 常 に 進 ん で い る こと が 特 長 。 市 所 有 の 光 フ ァイ バ 網 が あ る の で 、 光 回 線を 活 用 し た ま ち づ く り を 進め て い き た い 。 ま た 、  防 災  ・観 光 用 途 に お け る フ リ ー Ｗｉ

－ Ｆ ｉ の 整 備 を 進 め 、 市

民 の 利 便 性 向 上 や 観 光 客 の誘 引 に つ な げ た い 。■ 建 設 業 界 へ の メ ッ セ ー ジ　
本 市 が 進 め る 「 安 全 安 心

で 住 み よ い 持 続 可 能 な ま ちづ く り 」 の 実 現 の た め に は地 元 建 設 業 の 皆 さ ま の お 力が 不 可 欠 。 近 年 は 全 国 的 に大 規 模 な 自 然 災 害 が 多 発 して お り 、 災 害 時 の 応 急 復 旧の 面 で ご 尽 力 い た だ い て いる 。　
市 と し て も 地 元 優 先 で 工

事 の 発 注 を 行 っ て い き た いと 考 え て い る の で 、 今 後 とも  「 地 域 の 守 り 手 」  と し て 、地 域 の イ ン フ ラ の 維 持 管 理や さ ら な る 技 術 力 の 向 上 に努 め て い た だ き た い 。

だ ろ う 。　
メ イ ン と な る 動 物 園 機 能

は 、 屋 内 型 で 多 様 な 動 物 とふ れ あ え る 環 境 を 目 指 し てい る 。 事 業 計 画 で は

1 0～

1 5

万 人 の 来 場 を 見 込 ん で い るが 、 個 人 的 な 期 待 値 と し ては

2 0～

3 0万 人 の 来 場 者 を 呼

び 込 み た い 。 そ う す れ ば ５～ ６ 億 円 の 経 済 効 果 が 期 待で き る 。　
霞 ケ 浦 ふ れ あ い ラ ン ド を

中 心 と し て 、 こ の エ リ ア を再 び 観 光 拠 点 、 ま た は 市 民が 集 う 場 所 と し て 整 備 し てい き た い 。■ こ れ か ら の ま ち づ く り　
新 庁 舎 を 中 心 に 盛 り 上 げ

　
基 本 計 画 で は 新 庁 舎 の 想

定 面 積 を ５ ０ ０ ０ ～ ５ ５ ００ ㎡ 程 度 、 総 事 業 費 を

3 2～

3 8億 円 と 想 定 す る 。
　
建 設 地 は な め が た 地 域 医

療 セ ン タ ー の 周 辺 。 こ の 地は 市 の 中 心 部 に 位 置 し 、 病院 や 消 防 署 も 近 く に あ る ので 防 災 拠 点 と い う 面 で は 最高 の 立 地 。 地 盤 が 強 く 、 崖崩 れ の 心 配 も な い 。　
ア ク セ ス 面 で も 今 後 整 備

さ れ る 東 関 道 の 北 浦 イ ンタ ー と 麻 生 イ ン タ ー の 中 間に 位 置 し て お り 、 水 戸 神 栖線 の 整 備 が 進 め ば 利 便 性 も大 き く 向 上 す る だ ろ う 。　
現 在 は 医 療 セ ン タ ー の 施

設 等 の 活 用 可 能 性 調 査 や ＪＡ 厚 生 連 と の 協 議 を 進 め てい る と こ ろ 。 活 用 次 第 で はコ ス ト の 縮 減 が 可 能 と な る

る 一 極 集 中 型 で は な く 、 各地 域 の 個 性 と 多 様 性 を 重 視し た ク ラ ス タ ー 方 式 で 進 める こ と を 考 え て い る 。 合 わせ て 、 新 庁 舎 建 設 後 に 役 割を 終 え る ３ 庁 舎 跡 地 の 利 活用 方 法 も 模 索 し て い く 。　
玉 造 地 区 は 霞 ケ 浦 ふ れ あ

い ラ ン ド や ベ イ シ ア 周 辺 を中 心 に 活 性 化 を 図 る 。 ベ イシ ア 周 辺 の 国 道 ３ ５ ４ 号 沿い は 農 用 地 区 域 か ら 除 外 して い る た め 、 建 物 が 建 て やす い の が 利 点 。 玉 造 庁 舎 跡地 は 住 宅 用 地 と す る の も ひと つ の 選 択 肢 だ と 思 う 。　
北 浦 地 区 は 北 浦 庁 舎 周 辺

の ス ポ ー ツ 施 設 や 文 化 施 設が 非 常 に 充 実 し て い る 。 庁舎 跡 地 に 合 宿 所 や 宿 泊 施 設を 整 備 し 、 民 間 事 業 者 を 呼び 込 む こ と を 考 え て い る 。　
麻 生 地 区 は 一 丁 窪 と 呼 ば

れ る セ イ ミ ヤ モ ー ル 周 辺 、麻 生 イ ン タ ー 周 辺 の 活 性 化を 進 め る 。 ま た 、 耐 震 基 準を 満 た し て い る 麻 生 庁 舎は 、 市 内 の 公 共 関 連 施 設 の集 約 を 図 る と と も に 、 庁 舎周 辺 の 学 校 や 公 民 館 と 連 携し た 「 市 民 の 学 び と 共 創 の場 」 を 構 築 す る 。 な め が たフ ァ ー マ ー ズ ヴ ィ レ ッ ジ 周辺 は 、 鹿 嶋 市 と の 距 離 が 近く て 住 み や す い 場 所 。 そ の立 地 を 生 か し た ま ち づ く りを 進 め る 。 天 王 崎 周 辺 は 水辺 を 生 か し た リ ゾ ー ト と して 展 開 し て い く 。　
３ 期 目 で こ れ ら の 構 想 を

具 現 化 し た い 。■ 東 関 道 水 戸 線 整 備 事 業

　

　
早 期 全 線 開 通 に 向 け た 整

備 促 進 を 国 に 要 望 し て いく 。 用 地 取 得 に め ど が つ いた の で 、 来 年 度 の 予 算 に は大 き く 期 待 が 持 て る 。 設 置を 予 定 し て い る 休 憩 施 設も 、 建 設 地 が 青 沼 地 内 に 決ま っ た 。 地 盤 が 強 い の で 防災 機 能 を も っ た 施 設 と し ての 活 用 も 見 込 め る 。　
高 速 道 路 が 開 通 し 、 市 内

に イ ン タ ー チ ェ ン ジ が ２ カ所 設 置 さ れ れ ば 、 物 流 が 大き く 変 わ る 。 運 送 業 や 物 流の 拠 点 と な る 民 間 事 業 者 が本 市 に 進 出 す る こ と を 期 待し た い 。

　
１ ９ ７ １ 年 生 ま れ の

5 0歳 。 東 京 農 業 大 学

卒 。 卒 業 後 は Ｊ Ａ 共 済 連 に 約

1 7年 勤 務 。 市 議

会 議 員 （ １ 期 ） を 経 て 、 ２ ０ １ ３ 年 の 市 長 選挙 で 初 当 選 。 趣 味 は 金 魚 す く い 、  柔 道  （ ５ 段 ）  、ス キ ー 、 ス ポ ー ツ 観 戦 な ど 。 特 に 金 魚 す く いは 、  全 国 大 会 へ の 出 場 経 験 も あ る ほ ど の 凄 腕 。

特 集 行 方 市 鈴 木 周 也 市 長 イ ン タ ビ ュ ー 　 　 　 ３ 期 目 の 事 業 展 望 語 る鈴 木 周 也 市 長 が 掲 げ る  3  期 目 の 基 本 政 策

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 対 策 お よ び 医 療 体 制 の 再 構 築

● 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 の 強 化

● P C R  検 査 ・ 抗 原 検 査 の 拡 充

● 周 辺 医 療 機 関 と の 連 携 の 強 化

● 救 急 医 療 体 制 の 再 構 築

● 在 宅 医 療 の 推 進

地 域 に 根 差 し た 産 業 の 活 性 化

● な め が た ブ ラ ン ド の 構 築 お よ び ト ッ プ セ ー ル ス の 実 施

● 鳥 獣 被 害 対 策 お よ び 農 地 を 守 る 仕 組 み づ く り

● 地 域 産 業 の 担 い 手 の 確 保

● 官 民 連 携 事 業 に よ る 雇 用 の 創 出

● つ く ば 霞 ヶ 浦 り ん り ん ロ ー ド 等 、 地 域 資 源 を 活 用 し た 交 流 人 口 の 拡 大

少 子 高 齢 化 対 策 お よ び 教 育 環 境 の 整 備

● 妊 娠 ・ 出 産 ・ 子 育 て に お け る 切 れ 目 の な い 支 援 体 制 の 拡 充

● フ レ イ ル ・ 介 護 予 防 施 策 の 充 実 ・ 高 齢 者 の 生 き が い づ く り

● 高 齢 者 等 の 買 い 物 支 援 事 業 の 充 実

● I C T  教 育 環 境 の 整 備

● 郷 土 教 育 の 推 進

安 全 安 心 で 住 み よ い 持 続 可 能 な ま ち づ く り

● 通 学 路 や 生 活 道 路 、 排 水 路 の 計 画 的 な 整 備

● 公 共 交 通 網 及 び 広 域 バ ス 等 の 拡 充

● 東 関 東 自 動 車 道 の 早 期 開 通 の た め の 活 動

● 定 住 の 促 進 、 移 住 者 の 受 け 入 れ 体 制 の 整 備

● 防 犯 カ メ ラ 等 の 設 置

● 環 境 保 全 の 推 進

高 質 で 効 率 的 な 行 財 政 運 営

● 市 民 協 働 共 創 に よ る ま ち づ く り の 推 進

● デ ジ タ ル 化 に よ る 市 民 サ ー ビ ス の 向 上

● 市 所 有 の 光 回 線 を 活 用 し た  Wi- Fi  の 整 備

● 新 庁 舎 建 設 に よ る 効 率 的 な 行 政 運 営

● 徹 底 し た 事 業 評 価 に よ る 持 続 可 能 な 財 政 運 営

新 庁 舎 建 設 な 　
　 ど 大 型 事 業 が 目 白 押 し

　
９ 月 ５ 日 の 市 長 選 挙 で 、 見 事 当 選 を 果 た し た 鈴 木 周 也 氏 。 こ れ ま で の ８ 年 間

で 、 行 方 市 の 未 来 を 見 据 え た 施 策 を 行 っ て き た 実 績 が 市 民 に 評 価 さ れ た 。 ３ 期目 と な る 今 期 は 、 新 庁 舎 建 設 事 業 や 霞 ケ 浦 ふ れ あ い ラ ン ド の 再 整 備 事 業 、 東 関道 水 戸 線 の 整 備 促 進 な ど 、 大 型 事 業 が 目 白 押 し と な る 。 市 民 が 笑 顔 で 住 み 続 けら れ る ま ち づ く り を 目 指 す 鈴 木 市 長 に ３ 期 目 の 事 業 展 望 な ど を 聞 い た 。
ふ れ あ いラ ン ド

 ５ ～ ６ 億 の 経 済 効 果 に 期 待

プ ロ フ ィ ー ル

■ 霞 ケ 浦 ふ れ あ い ラ ン ド の再 整 備

▲ 鍬 入 れ を す る 菊 池 市 長

公 園 管 理 棟 基 礎 等 2 件 が と り や め

市 道 整 備 な 　
　 ど 新 規 6 件 追 加

稲 敷 市 ／ 発 注 見 通 し を 更 新

大 子 町

 地 域 の 活 性 化 図 る

モ ン ベ ル と 包 括 協 定

1 1月 ４ 日 か ら 受 付

物 品 製 造 等 の 追 加 受 付

坂 東 市

施 工 は 清 水  ・  塚 田  ・  楠 山

J V

下 妻 市 庁 舎 が 着 工 へ

㈱ ス ペ ー ス リ ン ク

立 岩 建 設 で

1 1月 完 成

潮 来 に 児 童 福 祉 施 設
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